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野口泰生先生の略歴

1945（昭和20）年 埼玉県飯能市に生まれる。

1961（昭和36）年 県立川越高等学校入学。

1965（昭和40）年 上智大学外国語学部英語学科

に入学。

1969（昭和44）年 同学科卒業後、鹿島建設国際

事業本部企画情報部へ就職（1976年8月まで）。

1970（昭和45）年 法政大学文学部地理学科 （通

信教育）編入学。

1972（昭和47）年 法政大学大学院人文科学研究

科地理学専攻修士課程入学。

1974（昭和49）年 米国イーストウェストセン

ター奨学金を得て、8月より米国留学のため

法政大学大学院を休学 （その後1976年 8月に

退学）。ハワイ大学大学院地理学科修士課程

に入学。

1976（昭和51）年 8月よりハワイ大学地理学科

助手（担当：自然地理学）。12月に同課程修了

（修士号 MA 取得）。

1977（昭和52）年 1月にハワイ大学大学院地理

学科博士課程に入学 （1980－1982年ミシガン

大学就職のため休学）。

1980（昭和55）年 8月よりミシガン大学地理学

科専任講師 （担当：自然地理学、植物気候

学、地形学、地図製作法）。

1982（昭和57）年 8月にハワイ大学大学院地理

学科博士課程修了 （博士号 PhD 取得）。ミシ

ガン大学地理学科閉鎖により帰国。9月より

文教大学教育学部社会科学専攻非常勤講

師 （担当：自然地理学、公害問題、1983年 3

月まで）。

1983（昭和58）年 国士舘大学文学部史学地理学

科地理学専攻専任講師。法政大学第二教養部

非常勤講師 （担当：地学、1984年 3月まで）。

1984（昭和59）年 法政大学第一教養部非常勤講

師 （担当：地学、1995年 3月まで）

1986（昭和61）年 清泉女子大学文学部非常勤講

師 （担当：自然地理学、1987年3月まで）。

1987（昭和62）年 国士舘大学文学部史学地理学

科地理学専攻助教授。ハワイ大学地理学科客

員助教授（担当：日本地誌、植物気候学、1

月～ 5月）。

1991（平成 3）年 横浜国立大学教育学部非常勤

講師（担当：自然地理学特論、1992年 3月ま

で）。

1992（平成 4）年  国士舘大学文学部史学地理学

科地理学専攻教授 （現在まで）。国士舘大学

文学部史学地理学科地理学専攻主任 （1994年

3月まで）。

1996（平成 8）年  国士舘大学文学部史学地理

学科地理学専攻主任 （2000年 3月まで）。 国

士舘大学文学部第二部会部会長 （2000年 3月

まで）。

2000（平成12）年 国士舘大学文学部教務主任

（2004年 3月まで）。 

2001（平成13）年 国士舘大学大学院人文科学研

究科 （修士課程） 教授 （現在まで）。

2004（平成16）年 国士舘大学文学部人事委員会

委員長 （2005年 3月まで）。

2005（平成17）年 国士舘大学大学院人文科学研

究科資格審査委員長 （2005年 3月まで）。

＜資格・免許＞

1967（昭42）年 10月商業英語B級検定試験 （No. 

7－B19）

1967（昭42）年 11月運輸省通訳案内業 （英語ガ

イド） 資格 （第3845号）

1968（昭43）年 3月実用英語技能検定試験 1級

（英検67－9、第1－52号）

1974（昭49）年 教員免許、外国語 （英語）、昭

49高二普第25085 （東京都）
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81pp.

1987 Salt Spray: Its Directional Stress on Plants 

on the Island of Oahu, Hawaii. 国士舘大

学文学部紀要、19, 159－180.

1987 Physical Factors Controlling the Formation 

of Patterned Ground on Haleakala, Maui 

（Noguchi, Y., Tabuchi, H., & Hasegawa, H. 

共著）．Geografiska Annaler, 69A, 329－342.

1988 樹木の成長量と気温との関係について、

気候学気象学研究報告（筑波大学地球科

学系）、14, 43－52.

1988 O b s e r v a t i o n  o f  E v a p o r a t i o n  b y 

Unconventional Methods in Hawaii: Small 

Cans and Piche Evaporimeters. 国士舘大

学文学部紀要、21, 147－172.

1990 高温期・低温期が林業生産に与える影

響：特に気象災害との関連について、      

気候学気象学研究報告（筑波大学地球科

学系）、15, 45－49.

1991 Tree Ring Widths and Hydrometeorological 

Variables in Nagano Prefecture, Japan.  

Climatological Notes, 40, 229－239.

1991 日本における気温変化と森林気象災害と

の関連について、気候学・気象学研究報

告（筑波大学地球科学系）、16, 52－61.

1992 Vegetation Asymmetry in Hawaii under 

the Trade Wind Regime.  Journal of 

Vegetation Science, 3, 223－230.

1992 Hydrometeorological Differences between 

Opposite Valley Slopes and Vegetation 

Asymmetr y  in  Hawai i .   Jour na l  o f 

Vegetation Science, 3, 231－238.

1994 日最高・最低気温の永年変化に与える都

市化の影響、天気、41, 123－135.

1994 気象官署所在都市の温暖化と気温の永年

変化における最暖・最寒値、国士舘大学

文学部紀要、27, 35－58.

1997 気温極端年における夏日・真夏日・熱帯

夜・冬日・真冬日の分布について： 関東

野口泰生先生の研究業績

＜著書＞

1990 生活の中の環境問題、梓出版社、125pp.

（分担）

1994 生活と環境：ジオグラフィックアプロー

チ、技術書院、270pp.（川合元彦・野口

泰生共編著）

1999 千葉県の自然誌（本編 3）「千葉県の気

候・気象」、2章（概説、1～7節、9,10

節　p.39－75, 81－86）、3章（概説、1～

3節、5節 p.87－99, 103－107）（分担）

2005 千葉県の自然誌（本編 8）「変わりゆく

千葉県の自然」、第 2章：気候の変遷、

第2節 歴史時代以降の気候の変化、2．

明治・大正期の気候変化  （分担）

2013 地理学野外調査入門：多摩丘陵の地理学

的見方・考え方、国士舘大学地理学教室

編　131p.（分担）

2013 ハワイを知るための60章、明石書店、

379p.（分担）

＜論文＞

1975 霧ケ峰高原における風の分布に及ぼす微

地形の影響について、天気、22、85ｰ94.

1979 Deformation of Trees in Hawaii and Its 

Relation to Wind. Journal of Ecology, 67, 

611－628.

1981 Solar Radiation and Sunshine Duration in 

East Asia. Archives for Meteorology, 

Geophysics, and Bioclimatology, Ser.B, 29, 

111－128.

1986 日本における Penman 法・Thornthwaite 

法の適用と水収支について、国士舘大学

文学部創設20周年記念論集、165－182.

1987 樹木の成長と気温変化との関係につい

て、46－49、吉野正敏（研究代表者）来

る半世紀の気候変動とわが国の食糧・エ

ネルギー・水の予想に関する研究、
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86.

2002 米国地理学復興への道：学問論争から

「小中高大連携」へ、地理、47 （10），58－

67.

2004 2004年度国際大学交流セミナー（中国

文化大学）に関する報告と覚書、国士舘

大学地理学報告、No.13、29－46.  （加藤

幸治・野口泰生）

2010 米国地理学の行方（1）：90年代の涙ぐ

ましい努力、地理、55 （7），88－97.

2010 米国地理学の行方（2）：敵はわれわれ自

身の内にあり、地理、55 （8），88－94.

2010 米国地理学の行方（3）：地理学科の規模

とハイブリッド化、地理、55 （9），94－

103.

2013 Faculty Development （FD）を考える：地

理・環境専攻の取り組みと定期試験の

「持ち込み」問題、国士舘大学文学部紀

要、

2016 米国地理学会の飛躍と苦悩、地理、（印

刷中）

2016 米国地理学会の多様性、地理、（印刷中）

2016 地理学と地理教育、地理、（印刷中）

2016 国士舘大学地理・環境専攻学生の26年

（1990－2015）：変わったものと変わらな

かったもの、国士舘大学地理学報告、

No.24、（印刷中）

＜学会発表・講演＞

1977 On the Accuracy of the Wind－deformed 

Tree Method for Delineating Wind Patterns 

in Hawaii.  Association of the Pacific Coast 

Geographers （APCG） 40th Hilo Meeting.

1979 Holoholo Wind of December 1978 and the 

Salt Spray Damage on Vegetation on       

Oahu.  The lst Graduate Symposium, 

University of Hawaii.

1980 東アジアにおける日照時間と日射量との

関係について、日本地理学会春季学術大

甲信越地方とその周辺地域を中心に、国

士舘大学地理学報告、No.6、1－25.

1999 長野県中信高原・霧ケ峰の気候環境：第

二次大戦中の山岳測候所資料と最近の現

地観測から、国士舘大学文学部紀要、

32, 47－68.

2001 東北地方太平洋岸の海面水温と気温の

年々変動、天気、48, 11－21.

2003 都心と郊外との気温差として表現された

東京のヒートアイランド現象：寒冬・暖

冬年、冷夏・暑夏年の比較、国士舘大学

文学部紀要、36, 101－113. 

2006 地理学の宿命とアメリカ地理学界の試

み：本学地理・環境専攻主催「地理ワー

クショップ」立ち上げで考えたこと、国

士舘大学地理学報告、No.14、1－22.

2007 北西太平洋の海面水温変動：ENSOおよ

び高緯度循環指数との関連、国士舘大学

文学部紀要、39, 

2016 長野県中信高原霧ヶ峰の南風、国士舘大

学地理学報告、No.24、（印刷中）

＜その他＞

1985 気候学・気象学辞典（分担執筆）、二宮

書店、742pp.

1985 ミシガン大学地理学科閉鎖の背景（1）、

地理、30 （1），38－47.

1985 ミシガン大学地理学科閉鎖の背景（2）：

学科レベルでの教訓、地理、30 （2），64－

72.

1985 ミシガン大学地理学科閉鎖の背景（3）：

地理学会としての教訓、地理、30 （3），72

－79.

1991 アメリカの大学における一般教育と教育

体制、国士舘大学教養論集、4, 60－64.

1996 「地理学専攻」、pp.127－151、国士舘大学

文学部創設三十年史、259p.

1998 地理学研究室紹介「国士舘大学：文学部

地理学専攻」、地理、43巻10号、pp.80－
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Climatic Impacts on the  Environment and 

Society (CIES), Tsukuba, Japan.

1991 日本の気象官署における気温の永年変化

と都市化の影響について、日本地理学会

春季学術大会、駒沢大学 .

1991 Dendroclimatic Relationships of Akamatsu 

（Pinus densiflora） and Karamatsu （Larix 

leptolepis） in Central Japan.  Pacific 

Science Congress, Honolulu, Hawaii.

1992 日本の気象官署における気温の永年変化

と都市化の影響について（続報）日本地

理学会春季学術大会、中央大学．

1993 日本の気象官署における水蒸気圧の永年

変化と都市化の影響について、日本地理

学会春季学術大会、立正大学 .

1994 都市とその周辺地点との気温差の時間

的・地理的変化について、日本地理学会

春季      学術大会、明治大学．

1995 気温の永年変化に含まれる都市化成分以

外の地域的特性、日本地理学会春季学術

大会、筑波大学．

1995 気温の永年変化に含まれる都市化成分と

その抽出、日本大学文理学部地理学教

室．

1996 気温累年値に含まれる都市化成分の抽出

法について、日本地理学会春季学術大

会、慶応大学湘南藤沢校．

1997 東北地方太平洋岸の気温と海面水温の挙

動について、日本地理学会春季学術大

会、東京都立大学．

2006 日最低気温と最大ヒートアイランド強度

の出現時間、日本地理学会春季学術大

会、埼玉大学．

2007 夏の日最高気温変動と親潮の異常南下、

日本地理学会春季大会、東洋大学．

2008 風向逆転日（海陸風日と山谷風日）の全

国分布と季節変化：特に冷夏年（1993

年）と暑夏年（1994年）を対象に、日

本地理学会春季学術大会、獨協大学．

会、東京 .

1980 マウイ島ハレアカラの周氷河現象につい

て、日本第四紀学会福島大会．

1980 The Cl imat ic  Environment  for  the 

Formation of Stone Stripes on Hawaiian 

High Mountains. International Geographical 

U n i o n ,  C o m m i s s i o n  o n  M o u n t a i n 

Geoecology, Tsukuba.

1983 尾根の風上側、風下側斜面の蒸発につい

て、日本地理学会春季学術大会、東京．

1983 Water Balance and Vegetation on Valley 

Slopes on Oahu, Hawaii. IGU Regional 

Conference on Tropical Climate and 

Human Settlements, Honolulu, Hawaii.

1984 海岸付近の地形と風送塩の分布につい

て、日本地理学会春季学術大会、東京 .

1985 ミシガン大学・ピッツバーグ大学地理学

科の閉鎖について、全地院連、法政大

学．

1987 Periglacial Phenomena: Frost Action and 

Patterned Ground on Haleakala and Mauna 

Kea. Geography Department Colloquium, 

University of Hawaii.

1987 Frost Activities and Stone Stripes on 

Haleakala, Maui.  Meteorology Department 

Colloquium, University of Hawaii.

1987 O b s e r v a t i o n  N e t w o r k  o f  J a p a n 

Meteorological Agency and the Estimation 

o f  Water  Ba lance  in  Japan .   Water 

Resources Research Center Colloquium, 

University of Hawaii.

1988 ハワイにおける高山気候、国士舘短期大

学公開講座

1990 アメリカの大学における一般教育と教育

体制、一般教育学会セミナー、国士舘大

学．

1991 Climatic Variation and Its Implication to 

Snow/Frost Damages on Forest Resources 

in Japan.  International Conference on 
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2011 中部日本の南風について：霧ヶ峰との比

較、日本地理学会春季学術大会、明治大

学．

2012 霧ヶ峰の南風、日本地理学会春季学術大

会、首都大学．

2009 全国のアメダス地点における気温の永年

変化（1979～2007）、日本地理学会春季

学術大会、帝京大学．

2010 全国の風向逆転日（海陸風日と山谷風

日）における風向の毎時変化、日本地理

学会春季学術大会、法政大学．


